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かし，入眠時の REM期 (SOREM期)とその後に周期的に出現する REM期 (NSOREM期)
におけるそれらの症状の出現頻度を比較・検討した報告はない。しかも， S 0 R EM期に睡眠麻庫や













コレプシー患者を SOREM期より 62回， NSOREM期より 30回， NREM期より 16回覚醒させ，
正常被験者を REM期より 34回， NREM期より 34回覚醒させた。
睡眠麻庫の体験は，ナルコレプシー患者を SOREM期より覚醒させた場合の14回 (23% )に認め
られ，このうち半数は入眠時幻覚の体験を伴っていた。入眠時幻覚のみの体験は，ナルコレプシー患
者を SOREM期より覚醒させた場合の12回(19%) に認められ， NSOREM期より覚醒させた場
合の 1 回 (3 %)に認められた。その他の睡眠期より覚醒させた場合には，これらの症状の報告は得ら
れなかった。ナルゴレプシー患者を SOREM期より覚醒させた場合に，睡眠麻庫や入眠時幻覚の体
験が報告された比率は，ナルコレプシー患者を NSOREM期より覚醒させた場合および正常被験者
を REM期より覚醒させた場合に，これらの症状が報告された比率よりも有意に高かった (P く 0.01)。
ナルコレプシー患者の SOREM期を，睡眠麻庫が体験された SOREM期(A群)，入眠時幻覚の
みが体験された SOREM期(B 群)，これらの症状が体験されなかった SOREM期(C群)に分け，
各群についての REM潜時(入眠時より REM期の出現するまでの時間)， R E Ms密度 (R EM期 1 分
間あたりの急速眼球運動の出現数)，アルファ指数(REM期 1 分間あたりに，各被験者の覚醒時のア
ルファ波とほぼ同じ周波数のアルファ波が 1 秒以上連続して出現する時間の比率)を比較・検討した。
REM潜時の平均値は， A群では0.1 分(幅， 0-1 分)， B群では0.6分(幅， 0-2 分)であり，これ
は C群での平均値3.2分(幅， 0 -14分)よりも有意に短かかった (P く o. 001)0 R E M s 密度については，
3 群の聞には有意差はなかった。アルファ指数の平均値は， A群では3.3%であり， B 群の1. 0% およ
びC群の0.7% よりも有意に高かった (P く 0.05)。
入眠時幻覚を構成する感覚性要素は，夢と比較すると，視覚および能動的な運動覚の出現率が少く








3 )睡眠麻庫が現われたREM期とその他の REM期の REMs 密度の聞には有意差はなかった。これ













短い入眠時の REM期にのみ出現する。 (2睡眠麻療の出現した REM期では，アルファ波が脳波に出
現する比率が高い。 (3)入眠時幻覚を構成する感覚性要素の組合わせは，夢のそれとは異っている。
本論文は，ナルコレプシーの臨床症状を理解するのに非常に有益で、あり，学位論文として価値ある
ものと認める。
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